
164.昭和63年度滋賀県下に

おける発掘調査の紹介

その3

13. 奈良~平安時代の集落

安土町東老毒事 老覇軍遺跡

決作物保存周念l単建設に伴う て]~前鈎査。 鈎受t面~1

1600m'、期間{ま昭和63年10月-12月である。さ話i遺跡{ま

以前「立宿i4I跡J とI四1'.(まれており 、過去 2聞の調資で

古筑I時代の髭穴住病跡、有モt主~平安l時代の建物がi検出

されておリ、 !日中flhi益l品}述の娘務粉、と推定されている。

今回の剥:rtで検出された主な巡桃は、策良I時代の盟主

穴住居跡6~束 、 来良時代の術立柱建物 2 線、そi'L以降

と縫定される揃立校建物3械である。盟主穴住居湖、はい

ずれも-)124-5111の陥丸方形 (長方形)のプランを

有し 、 3 事長のj末商で税土器Eが認められた。新iJf~内に主

ti:穴を 4つむつもの、皆聖書のもの、織j彩周辺で8-10 

11i¥1校穴をむつものと、 3つのタイプがある。後良時代

の抗日立をt建物は 2問x21日1(総柱、 ti:間220-240cm)

と2問x3 r~1] (住附200cm)以上である。各柱穴銅}彬lま

直後80-100C111、深さ50-100cl11をiJIIJ1)，直後!3ゆ-40cm

の絞泌が検出されても必。その他の建物は 2l1ljX31湖、

3問x41切で、li:穴:tkliJ移径は30-50cmと比較的小規似

て“ある。出土造物がなく H寺im等1;):不明であるが、 l械

は奈良時代の盟主穴を切る。

今回の剃ftで牧おした荻良11寺代と推定さiLる縫物l止、

i飽きと検出された建物と方'位がほぼ同一であり、 |日街道

( '1' f山道) に沿うて拡がる身~r;}で、さらにJl~聞に i遺跡

は延びると推定される。

(安土町教脊委員会 西家 i字削)

14.清水駅家と堂田遺跡

神崎郡五個荘OIJ 堂由遺跡

平安i時代前~tIlに成立した r延蒋式』 巻二八 ・ 兵部省

諸問駅伝偽条によると 、近江国の来LU道沿いの勢多 ・

悶a.篠原 ・清水 ・鳥総 ・験川に!.w{家が設ruさhたこ

とが知れる。駅家については、 r令義解』巻八 ・際牧

令に 1;): r凡諸i都民ffi'駅者。 4I~滑車協ー駅。 草寺1也事予阻険。

及然水車処。i趨{延安遊。不限箆数。其:釆具&3主笠空手。
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各ilj~所~~馬数制ìJ之」 とい っ た記載がある 。 駅家の官司

には「凡駅、各駅前長一人、 11元島R戸内家口M衿事者為

ニと。-frt以後。悉令長イ士u と見える。この駅伝馬制の

成立については、主に、欽f列車tllliに発生し:大化改新認

で駅偽{云!込の二lJ.椛iiEとして公布されたとする説と 、

I判前IIjjt令によ って成立したと見る2えがあるが、もとよ

り、考・古学的:f5zil正が十分に.iffiんでいるとはいえない。

さて 、 円安名抄』に見る神崎;1mには、六郷ー駅の所

在が生nれるが、!訳家郷の所在地については 、足利他琵

氏による:JJ:1Ii~湖町J iî'ír*Jj，~集 i容を中心とする苦笑が従示さ

れる以外、有力な総{まない。

今回、ここに報告する立国泣跡は、対111崎郡五イI~I粧11庁

大苛:石塚に所不じする。来1川町立、nn土!:.:ll市条患に沿って

北上し 、 ~.~;界たる狭々城I.U (録音寺山)とま主作lUの山

!日l に frLiiまする大宇治*ω.ItI!.先を抜け、 æに事II~海部家た

る大Ttlli立跡の陶磁でj沼山して、神的若11粂m.に沿って北

進する。このlttffi巡納:は、来山道にi'uiして清水必地先

と大都遺跡、との中間にある。

~ìit 旧i立問、における絢査は 、 昭和57 ・ 58年に次いで 3

次回となリ、先年の調査で検出している掘j[.住建物群

の商II!リ60111の地点て¥ 新たに 2問X2問 ・3問X3閉・

3問X4間など合計4僚の総住構造を取る建物跡、を検

出した。これらの建物鮮のH寺mll立、i柱穴tlli土出土の土

骨:+より見て 、7C中濃-8C後紫とできょう。これら

の怨物約¥I;t..、4トだ点的な部i査であるため栂互の関係者手

については、必ずしも明frffi ではないが、建物先見守~Jや配

;白状況などから官術的色採の淡いものと考えられる。

すなわち、定m遺跡の北京 200m'二位箭する大部遺



跡のー併は、 1都議〔所作地を郡名郷とする一般的傾向に

従うと制IIb母親1I となり、 !訳家主!~が堂m遺跡を中心とした

一部:以外に比定地がなく、加えてこのー併でも、東111

道沿いの部分では大半に沼沢111ょが広がり、立悶i立跡を

除いて有力な律令l切のia湖、が見当らない点;から、同i立

幼:がfti i'lく訳家である ~t然性は i白iいと蓄えよう。反而、

検11¥縫物の大半が合跡であり 、郡家に1半う正念とも見

られるなど、現状の詳i出iが消去法による検討鉱泉であ

るなど、不安定要素も |λ.1 1'1:するが、あえて~lIí家と!駅家

が}{HIJ 道沿いに3l~tiï さ ilていた可能性を指摘したい。

(五個荘町教脊委只会林 純)

15.平野部で新たに古墳群を検出

米原町よ多食 大事主古境群

米原町教育ー委員会では昭和63年 8月より 10月まで、

一般国道 8号ー(米原パイバス)路線内の試tkll調ftを実

施した。絢査の結果:、大字上多良でi院長米長日ら 札ていな

かった鮮集約を新たに発見した。この群集墳は小字名

よリ大乾古江i:ll午と命名した。今闘の務査は起出品の範囲

雌認が目的であり 、 i立繊の;鈎~i.は~年度以1% とした。

ただし 1号舶の周縁からは検出而で多品;に埴輪片が出

土したため、 1 号杭のみ泣~i'lí:の調設を笑li(fjした。

周波は澗1t区外にも広がっており 、前方後円れの可

能性も残るが、現状では円境としておく 。周泌を含め

て直後22mをi!liJり、封土は1¥ltに残存ーしておらず、主体

部も不明である。悶泌のlt高1;J:2.5-3.0mを柳川 、検出

miから低音1¥までの記長さは0.501をiWJる。事件土l直下が逃

榔検出ïliiであり、緋土中にJ直輸片や奈良 11寺代の~f{J~:*十

が含まれていることから、周波もかなり侃削を受けて

いるものと./5'・えられる。

間総内からは、円筒埴愉、初Ilj¥jl彰埴輪、形象地愉、

~j'[恋様 、 ニヒ附録などがほぼ会.tJ!i:から ill土している。 j車

輪にl渇しては全体を復原しうるものはない。 Jf;象主主給

も問機に破片ばかりで、潟、人物の 2点をi徐〈と不明

なものばかりであった。 5点恋総tま司写室長高味、談、上手身

大乾 |号墳全景

議、彼などがあり、おおよそ 5也・紀末から 6世紀初頭

の Lめと考えらtLる。これら以外に問泌内の 4地点よ

り馬下顎が出土しており、古墳然犯に伴うものとして

注目できる。

今回の誠査で新たに発見された大乾古墳鮮は矢野川i

以南の平y，J.'j.部では初めての古墳となった。周辺には本

務iミヲ・巡跡、中多良遺跡など伺i時代の集落が集中してお

り、両者の閲i系も注目される。

(米原町教育委員会中井 均)

16.新羅系獣面文軒丸瓦を出土

長浜市東よ坂町柿田遺跡

県道中|幻-*Jニ坂線道路改良悦設にwう発制調ヨ慢で

昭和62年度に絞〈第 3 次翻殺である.調査而干~!約2400

111'で昭和62年度の調ftて"検出した滋穴式住居跡と合せ

て総数87仰を検出した。{ま隠の時期lま古Jn時代前期初

頭から 7世紀~HI!!I半期までで 、 特に 7世紀第 4 四半

期の依賠 2紋から11白文が施された土問i総館、杯、 JIIL、

須恋;昔if然、料、司王mzの他に円而吸が2点出土した。ま

た造リイ寸け窃の焚きロの布11部に)L]記や王子瓦を立てて初i
強しているものがあった。

ζれらのi遺物以外に、今回逃総孤上よリ県内ではII(主

一、全国的にも類似jの少ない獣前 (鬼前)文軒丸瓦が

2 点出土した。うち 1 夕、は瓦当官r\が完全な If~でi立存す

るもので、外区に三霊園織を巡らせ、内区いっぱいに

大きく口を聞く新級系のi以前をキ肉』彫りふうに表わす。

獣而文軒丸瓦の出土は会問で18例を数えるが、今回出

土の瓦と|可じ獣加のものは 、奈良県北潟城郡新庄町の

地光寺と平城宮大官大寺跡:出土の 2箇所のみである。

当遺跡:出土の瓦l草地光寺のものに比べるとやや彫りが

浅い点、口がやや大きく牙地サド?れこ長い }A~、がの表現

が術園長化されている点があげらtLJ:tl!.光寺よりやや時代

が下るとみられる。前ii1!!の住居内出土の瓦や土骨量等?を

考l益すると 7世紀第4閥半WJ頃のむのとみられ、円而

獣面(鬼面)女軒丸E
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成寺;のtUよからみて周辺に 71快紀末から 8世紀初頭に

かけて也立された ':j'院j匙仰の1f.白;が推定される。今闘

の当.j~jUIの駁火A:UJ，吋{阜、ょの守院主ß立にかかわる{主

人のむのと泌くかかる Lのとみられ、今後新aゑ獣ifu

文lt.をJ王〈寺院のu:イ'(レ合せて当地球のお代史を検討

する紛たなすt科となるとみられる.

(tH!i必ii山文化財保，革協会 1'" 111 治}

17，古墳時代後期後半~律令期の

掘立柱建物群

長浜市大皮亥 大成亥遺跡

大成友j也i丘1，J1!!IベI，IU*者1'IUょ伴う 大成亥i1i跡、の第 2次

.，J~1l'1!、 iû~ J;iよい"七J也予定日11分 t~ 7ノドの トレ ンチを

設定してヲH(ljした。

i捌脊の紡供、 7も|仕紀のi的S0001・010・013の 31'、

7 世紀と々えられる ~kH C川主主J!q勿2~点 ・ 8i封・紀のJíî\.J.i:住

fJ!物4Hi 、 8 ，tlt~~以後かとザえられる州立与主総物 l 十点 を

検出している。なお、1'1己列の不fりJ.;.・村:穴が+11当数あり

7械をニえるill物が(f必ずることは般かである。また

雄物の自己i泣から 3lO1の公i曜のあったよとをうかがう こ

とができる .

遺物!jill物trf.からよ引!トのあるli1恋2号、符l恋音寺転JlHi見

日常事長総としての弘"().怠;絞 ・:l:削絡が:llょしている。そ

のう九七帥協のt(.1ま;!J:健きの何百文の入った美しいむの

が多い.

t品SD∞1・010・013からは多i誌の 7世紀の遺物が出

土している。"に Sυ010からは特係な造物が多〈出土

している o ;~'i.'，ぷ;終(7)fがに.!J;色級事1をj和、て記号の耐か

れているもの(;t.il: 円される的九il.i!J.?a~はみt(- が大半を占

め、他に，~':jJ 手 ・ 設 - Z11 ・ 1毛:ff同T ・ ~;~JtJ\がある。土向i若手

はJ手.j]~ . <~(からなり 、 f也，.: -u~では若狭のハマネ 11

B 式製J~\.i:日誌がある。

':í~刊II.IS純

R馬3!只-~çの〉一剖部i と 4巧りえら iれLるLグの}がJあhる

--1.;弘~ "11'1にはツチ/守 ・スキ米製品 刀!杉・91!1杉本製

品 ・術111・桃附 ・ゲタがある。これらの水烈川は7世

怨立柱建物鮮(ヰヒから)

紀前東のill物と共{半している.r.:i f11 '徽備は滋ri祭最

占級のむのであリ詰:IJさIIる.

{長浜市教行委民会古川 笠)

18 縄文時代欄の集落 | 

長浜市大成亥 高橋遺跡 |

大成友土地区画液型ll:1i. S~1 ニ1"1> う向総遺跡の第 2 次調

査は、道路1五よぴ℃地予定伺i分に 54>:のトレンチを設

定して笑砲した。

調fi.のt.':i来、後穴住慌になるかと考えられる吸穴状

のi¥I憐 2)，~ ・ J)A\i 5 J広 ・ i~~， J也跡を検出している。造物

Ii笠ンミ状iiH時SXlから派H.幻11二とfldj}'，が:11土した。

その他のj治情でむ 点数が少ない bのの、深刻i片などが

ほとんどすべてのj立仙から11¥I・して いる。また、 前at!!
~~;")治初土1 いからも こi二日常) '，'等が/ I \Jこしてお り、 この j滋a 
J地邸カがず;織H池臨文H

出 l上1しfたよi泣立ヰ物物Iは止，1ヒニ緋とf(clj打川J八'，'，tおJ よび1砂J~(仇1: ののa ところ川 i途金

の不t州別 主な. 暗傑襲でわる 。 U~/i !-l!仰 1tl!.)Jの t.'i(己を1-íする L

ので中 j~J オミ l ょ I立ぽ{れ?ら h る 。

尚防治則。における尚文11午IYjの集係{よ、 i!J.J也に桜して

父まれていたよとがうかがわれる ， ~. J昔、十J慌のili十

誌が少4・い二と、イi給 ・.初Jli'の:llよJIl.か少ないよとか

らぬmlt~Jの U.í }i品て'あうためたろをか.

(!~il~ ，IHHf fiU会古川 登}

段穴状jj;"完版状況

19.縄文時代晩期から平安時代に至る

遺物多数出土

川崎jll'~専はノ'Ì'fu1の淵伐であ12;，大刈伐になる。調査は

(;t資材i立場jit成にl下-j.;j~lÌiiì減 ftで、J.'J1t対象rfiiU!2 . 069

01-のうら約1.650'げを捌 fi;した .

調ff:.の訪米、ビ サト 11、 1.械 2、18粂の自然IJcI/告を

険出した.IH名水路11尚北方向にのびるむのh'10条、

東丙}jli.Jにのびるむのが83ミあ" .いずれも縄文時代

日記JI1Iから予安時代に選るまでのごl二~iHl'{、:.01，裂品等を含

んでいた 土*i片{立仲かれたような細)'，が多〈、一例
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S R 7 (中央)南東から温む

休分の似1'，が lか所にかたまってlil:iニしたものは少な

い。水路 ごとに土苦ff.木製品の出土i，c(ニ大きなi必いが

めリ、踏まゥた状態で土泌が出土した7)(U1iLあるのま

た、水脈際に:1-.総が集中 してみられ、隠さ約l5cmに獄

.mなった j:~:~g'が幅約 2m 、長さ約2ゆm にわたって情

状に出土した.水路の時1銅器li 、時期の S'~ なる i立物が

llUIして出土する ことや 、切り合ぃ関係が明隊でな也、

ことから1:ゥきりしなも、。

水路内の土?JH¥I立、角がとれてまる〈なっているも

のはほとんどない 二とから、流れがゆるやかで、比較

的近いとニろから流されてきたしのと巧えられる。水

路 l立北から 1材、東からi1!iへ流れて必り、北双方向から

泌されてきたものと考えられる。

l::j然泌物の巾には、木の笑、牛の廿などの他に、般

Jt:から切り取った痕跡のある車道の角む出土している。

(長浜市教育委民会丸山総二 }

20.縄文晩期の土器出土

長浜市ロ分回 口分偲北遺跡

今回の調:fHt.、団体営邸場ままf総事業(口分間地区)

に伴う .Jl-JliJ測査である。調査対象|前納1;1、 6.8haで、

そのIJ;測1f.したのはがJ3，OOOm'である。

:lMI1"f.1よ、 ロi3・4・5・6サ支似排水路の予定地に

申I，i2111の トレンチを設定し議機による捌I'I'Jをえ1椛而ま

で行ない、そil以後人力によって泌総*，'J1t'泌物収取

.記録問砧iの作成i;よび7]:真抗日最長などの作業を行なっ

司"，、.

口分lD~t起ti事としては、第 3 ;.1¥自の凋fi.である。前

回の純資において明確な逃総~I.t検出されていないが

土総を含む包含層が第 3層目に確認されている。

今回出土した最も古い造物は、縄文 H年代11免J引の縄文

式土日5で侃1~1} に i斥いものである.制作|ヌキ見[jfl;jに延び

る自然水路に合流させた滅状遺構 Oltl均に延びる)中

よ りtl¥Jニして いる。'IiJ・形紫色総研士協(iえ鉢) ・水神

平J:¥X総 (1来鉢)であ る。出土状況は、治5鉢が償+えし

た状態に i支UI.t ì菜鉢に被する If3 で~l\ t した. i島外とi采
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鉢に{主的lUJmがみられ、 i実鉢のロ事事務に 2i¥:努力'/lて

そこに樹脂で給んだ痕跡があり興味をひ〈ものである。

この泌Iがめ主聖書時代!よ、平安時代前期から'IJ!UJであ

り、夜間iH北に延びるf待状逃鱗とJ陥it:.fi，を検H'，してい

る。 iil牧11志、線中111附35G-土印lir.lf・須泌総がIB1'，して い

る。自然* I~骨の上J\"i においても |司 ヒ泌物がillょしてい

る.

刻王並区点にj立仰の密t!rが高い こと から、平成J己fドI文

tニ今調必区の慌側を誠ぜ正予定であるので成'*がJlIH寺さ

itる.

{長浜市教育委只会 f'tn 旬IJ男}

;湾内の縄文式ニヒ器出土状況

~望書市北J:j金跡の紹介

北~"'[j立跡 1:1、 o';m !.市公総H汀刊号浜地先に位irtする。湖

周丘陵より iたれるj仁川lが、浜街道 (Mi立 ~似 ・ ifrfT:

八幡一大w線)と火器する地代か ら凶に拡がるほ跡で、

ある。 l昭如5711'1定以来の級王将ItIIlìnllll改修工n~に伴う

発鑑凋伐によって、縄文時代及u:古漬時代のIUinfi益と

平安昨年代の泌が倹:Hされている。今t[J1の調fil.t勺遺跡

の西治部分でHわれた。当地はもと水1I1で‘保tr，S4.2

mをill'Jるの現イ1.1まI山j倖を築堤さnた北川のw水路とな

り、 水'11に1えしている。今年度は新日'1川部分のセンタ

ーラインからi'H半分を鋼欠板で閥み、;r，ンウてゆド水し

て 9~jk!l i品，~1tが災地された。差是:1二から約 1 m拘iりドげた

とニろで、Jf7さ約2C沈mのf:iI!i文時代11色1型!から Iljtw時代前

期のニヒ*詩・木械を多htに含む包含!脅を検出した.その

直下に1:8杭11寺代Ijij1111初頭の潟1粂と七割高 5~!i が織り

込まれた第 l 遺m而Iが、またそれよリ約20cm下て時I~I

不明の!日和lil!1粂がttilリ込ま lll.ニ第2i;W'i.iltIが検IIJさ

れている.表土地、ら第 2遺構001立上までは砂とシ Jレト

の互~11 を話しておリ、北川のi重土佐のも書まじさを物1!?

っている"耳、'， 2、盗事情liri"[-検出きれ介Iniuf illl.t. Il線級 ;~i\

分の ;t:rtfWで L 検出されており、縄文11幸代H免l~lの遺物が

illゴ:し ているニとからそのlf..!n~1に相当するものであろ

う。(二三宅 弘)


